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⑼　浸水時の姿勢が心拍数に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　健康体育学科　○小野寺　昇
　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　健康体育学科　　白　　優覧
　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　健康科学専攻　博士後期課程　　吉岡　　哲
　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　健康科学専攻　博士後期課程　　高原　皓全
　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　健康科学専攻　博士後期課程　　松本　　希
　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　健康科学専攻　博士後期課程　　野瀬　由佳

⑽　感情労働概念についての考察
―医療秘書のケースに焦点をあてて―

　　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　医療秘書専攻　修士課程　○佐藤　麻衣
　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　医療秘書学科　　今林　宏典

【要　旨】
　浸水時に生体は，水の物理的な特性の影響を受
け，陸上とは異なる生理的応答を示す．浸水時の心
拍数は，陸上に比較し有意に低値を示す．この傾向
は，若年者から高齢者において観察される．性差に
よる差もない．静脈にかかる水圧の増加し，静脈還
流量を増加させることが主要な要因である．腹部大
静脈横断面積の増加が水圧と水位に依存するエビデ
ンスがこの考え方を支持する．浸水時の伏臥位姿勢
と仰臥位姿勢の水深を均等にした時，心拍数や腹部
大静脈横断面積に有意な差が生じれば姿勢よる影響
であることが検証できる．伏臥位姿勢と仰臥位姿勢
における心拍数と腹部大静脈横断面積変化を明らか
にし，姿勢における静脈還流量の変化を検討した．
成人男性7名（年齢：21.4±1.3歳，身長：174.4±
5.7cm，体重：66.7±7.4kg，体脂肪率17.5±3.8%）を
被験者とした．測定条件を4条件(陸上仰臥位，陸上
伏臥位，水中仰臥位，水中伏臥位)とした．心拍数

【要　旨】
　現在，私は修士課程において「職場における働
く人々の表情が与える仕事効率への影響力」に関
する研究を進めている．そこで，着眼点としてア
メリカの社会学者であるホックシールド（A.	 R.	
Hochschild）を先行研究の中核としている．その著
The	Managed	Heart（1983）（訳書『管理される
心』（2002））には，「感情労働」と「感情管理」
という主要概念が提起されている．感情労働とは，
「相手に適切な感情を喚起させるため，自身の感情
を促進したり，抑制しようとする感情による労働」
である．
　ホックシールドの研究動機は，女史が幼い頃，
両親の仕事の関係で家に来る客人の笑顔やジェス
チャーについて興味を持ち，その意味や彼らの演技
に注目したことにある．私もまた，学部４年間を医
療秘書について学び，「なぜ笑顔や表情の豊かさが
人間関係の潤滑油となるのか」について疑問に感じ
たことが，本研究の原点である．したがって，女史

は，水中用心電計を用いて測定した．Bモード超音
波エコー法を用いて，腹部大静脈横断面積を測定し
た．水温は，30℃であった．数値は，統計処理は，
一元配置分散分析法によった．有意水準を５％未
満とした．心拍数は，陸上仰臥位61.2±8.2bpm，陸
上伏臥位66.2±8.0bpm，水中仰臥位57.8±5.5bpm，
水中伏臥位59.3±7.6bpmであった．腹部大静脈横断
面積は，陸上仰臥位2.19±0.74cm2，陸上伏臥位3.20
±0.65cm2，水中仰臥位3.60±0.43cm2	，水中伏臥位
4.10±0.59cm2であった．伏臥位条件の腹部大静脈
横断面積は，仰臥位条件より有意に増大した（p＜
0.05）．陸上，水中どちらの条件においても腹部大
静脈横断面積は同じ傾向を示した．ヒト立位時の心
拍数変化は，水位に依存して減少する．しかしなが
ら，水位が同じでも伏臥位の静脈還流量が増大した
ことは，姿勢変化の影響を示す．このことは，心拍
数変化の主要因としてあげた静脈還流量変化より姿
勢変化の要因が優位である可能性を示唆する．

の問題提起から生まれた感情労働概念について先行
研究を行い，深く理解することによって本研究の展
開可能性が見えてくるものと考える．
　そこで，本発表では，まず感情労働とそれに付随
する概念（感情作業，感情管理，感情規則，表層演
技，深層演技）について説明し，それらがどのよう
な位置にあり，何に影響を与えるのかについて述べ
る．次に，私の専攻分野である医療秘書について，
秘書の専門分化について，またそれぞれの特徴と医
療秘書に求められる資質と能力について述べる．さ
らに，医療秘書，中でも大学病院教授秘書と医局秘
書に焦点をあて，こうした秘書がどのような感情労
働を行っているのかについて言及する．
　最後に，今後の研究の可能性として，秘書，中で
も医療秘書を対象とした実証研究を行うことを視野
に入れている．なぜなら，医療秘書における感情労
働に関する研究は，医療秘書学にとって新たな視点
を創出することになると思えるからである．


